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農業
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農家数は10年間で3,910戸減少　経営耕地面積は1,354ha減少
2015年農林業センサスでは、農家数は23,983戸で、10年前と比べ3,910戸(14.0％)減少しています。販売農家数は9,028戸で総農家数の37.6％を占め、専業・兼業別に見ると、専業農家は2,860戸(総農家数の11.9%)、兼業農家は6,168戸(同25.7%)となっています。専業農家は10年前と比べ260戸(10.0%)増加し、兼業農家は2,984戸(32.6%)減少となっています。
また、経営耕地面積は8,456haで、10年前と比べ1,354ha(13.8％)減少しました。
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農産物

「しゅんぎく」の収穫量は全国第２位　「ふき」の収穫量は全国第３位
平成27年度作物統計調査によると、大阪府における「しゅんぎく」の収穫量は3,710ｔで全国第２位、「ふき」の収穫量は985ｔで同第３位、「みつば」の収穫量は664ｔで同７位，「ぶどう」の収穫量は5,000tで同７位となっています。
　　

 
	
	第１位
	第２位
	第３位
	大阪府

	しゅんぎく
	千葉　　  4,120
	大阪     3,710
	茨城     2,590
	第２位

	ふき
	愛知　　  4,620
	群馬     1,410
	大阪       985
	第３位

	みつば
	千葉　 　 2,870
	愛知     2,590
	茨城     1,830
	第７位    （664）

	ぶどう
	山梨     41,400
	長野    28,300
	山形    18,200
	第７位  （5,000）





自然環境

府域の生物多様性の現状を評価　大阪府レッドリスト

大阪府レッドリスト2014は、絶滅のおそれのある自然環境保護上重要な野生動植物の種について、絶滅（府内では既に絶滅したと考えられる種）、絶滅危惧Ⅰ類（府内において絶滅の危機に瀕している種）、絶滅危惧Ⅱ類（府内において絶滅の危険が増大している種）等に分類してまとめたものです。
野生動植物の掲載種数は1,485種となっており、そのうち、絶滅と判定した種は、131種です。内訳は①維管束植物86種、②昆虫類22種、③海岸生物14種、④淡水産貝類6種、⑤コケ植物3種です。
また、絶滅、絶滅危惧Ⅰ類、Ⅱ類に選定された種の合計は809種です。内訳は、①維管束植物333種、②昆虫類162種、③コケ植物94種、④海岸生物（無脊椎動物及び藻類）62種等となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　




水産業

海面漁業経営体数は589経営体　5年間で79経営体減
2013年漁業センサスでは、海面漁業経営体数は589経営体で、前回調査の2008年と比べ79経営体(前回比11.8％)減少しました。市町別では、岬町が109経営体(同12％減)で最も多く、次いで堺市が83経営体(同6.4％増)となっています。

対象12市町のうち、堺市のみが今回、経営体数が増加していますが、これは個々の経営体が出漁回数を増加させたことが主な要因と考えられます。
　（ ※調査期日前１年間に30日以上の海上作業を行った個人経営体が対象となります）


農家数及び経営耕地面積の推移





［表5－8参照］





大阪府の農産物収穫量(平成27年)





（単位：ｔ）





収穫量が全国10位以内のものについて掲載しています。





［表5-11参照］ 





絶滅、絶滅危惧Ⅰ、Ⅱ類の推移





(種)





（※）　2014年の分類群のうち、合計数が上位10位までを掲載しています。


（※※）2000年には、コケ植物、海岸生物、菌類の掲載はありません。





資料：府みどり企画課





市町村別海面漁業経営体数





［表5-23参照］








